
(5)  定点把握対象五類感染症の感染症別報告状況

　ア　インフルエンザ定点

　平成２９年は年間報告数１５,５５２例，年間定点当たり報告数２２５.３９，年間定点当たり報告数の過去５年
平均値（平成２４年から平成２８年まで。以下同じ。）との比０.９６，前年比０.８５であった。
　月別定点当たり報告数では，１月（１００.４８），２月（６１.９０）が多く，５月～１１月の報告数は少なかった。
　年齢階級別では，５～９歳（２３.５％）が最も多く，次いで０～４歳（１９.３％），１０～１４歳（１４.８％）の順と
なり，１４歳以下が全体の５７.６％を占めた。

151.93 

69.18 

470.46 

31.54 

152.16 

266.57 

186.83 

303.78 

148.97 

264.08 
225.39 

0

100

200

300

400

500

平成

19年
平成

20年
平成

21年
平成

22年
平成

23年
平成

24年
平成

25年
平成

26年
平成

27年
平成

28年
平成

29年

年次別年間定点当たり報告数

100.48 

61.90 

22.20 

10.12 
2.30 0.04 0.38 0.30 0.29 0.87 2.12 

24.39 

0

20

40

60

80

100

120

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月別定点当たり報告数

0% 20% 40% 60% 80% 100%

151.93

69.18

470.46

31.54

152.16

266.57

186.83

303.75

148.96

264.08

225.39

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

年次別・年齢階級別定点当たり報告数の割合

0-4歳

5-9歳

10-14歳

15-19歳

20-29歳

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60-69歳

70-79歳

80歳以上

0

10

20

30

40

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

週別定点当たり報告数の推移

平成29年

5年平均値(H19‐23)

5年平均値(H24‐28)

11




